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開拓精神 

札幌市立琴似中学校 学校だより 

      新たな『伝統』へ （生徒部長 秋元 礼奈） 

 

2026年がスタートし、早くも2週間が過ぎました。昨年は、札幌も観測史上一番暑い夏と

なり、年末恒例の今年の漢字に選ばれた「熊」に象徴されるように、自然との共存の難しさ

を実感することが多くありました。一方では、日本で初めての女性総理大臣が誕生したり、

「生成系AI」の技術が飛躍的に進歩して日常生活で活用する人が急増したりするなど、新た

な時代に向かって大きく動き出した一年でもありました。 

学校生活を振り返ると、琴PR、合唱交流会などの行事で、琴似中学校の伝統をしっかり

と受け継ぎながら前向きかつ主体的に活動する皆さんの姿が多くみられました。また、本校

独自の「おやじの会による講義・参観」も地域の皆様のご協力によって、有意義な行事とし

て定着しています。急激に変化する時代の中でも、「不易と流行」を見極めながら、臨機応

変に対応していく力が身に付いている生徒が多いと感じています。 

さて、琴似中学校は今年80周年を迎えます。80年という年月があまりピンと来ない生徒の

皆さんもいるかもしれませんが、歴史の教科書の戦後すぐの１ページに加わるような歴史

が、本校には紡がれているということです。そんな80年前の中学生は、どんな気持ちで新た

な年を迎え、目指す自分や夢を語り合ったのでしょうか？いつの頃から続いてるのかわかり

ませんが、1月の琴似中の各教室には毎年「書初め」が掲示されます。現在は、書写の教科

書にある言葉を手本に一人一人が気持ちを新たに「書」を表現したものが並びます。書初め

という古来から続く伝統行事であり、琴似中学校の伝統でもあります。 

また、この80周年を機に標準服の見直し検討を進めています。昭和の時代から続いていた

「伝統」のある標準服を変更することは、大きなエネルギーを費やす取組ではあります。そ

して、⾧年に渡り親しまれてきた本校の標準服が変更されることには、少し寂しさも感じま

す。 

日々、生徒の皆さんと共に活動しながら、これからも琴似中学校の新たな「伝統」を紡い

でいくことを、今年も楽しみにしています。 



27   
28  
※詳細は「月行事予定」をご覧ください。 
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